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東部湯の丸 IC

小諸駅

姫子沢東上田
東深井

栗林

海善寺
釜村田

田
中
駅

大
屋
駅

東御市

小諸市

上田市

の
で
一
級
二
級
の
選
挙
権
者
が
そ
れ
ぞ

れ
半
分
の
六
名
ず
つ
を
選
出
す
る
と

い
う
選
挙
方
法
で
、
村
長
は
村
会
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

一
級
選
挙
権
者
は
町
村
民
税
総
額
の

半
分
以
上
を
納
め
る
多
額
納
税
者
と

し
、
そ
れ
以
下
を
二
級
選
挙
権
者
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
の

和
村
に
お
い
て
全
戸
数
六
四
二
戸
に

対
し
一
級
選
挙
権
者
九
三
人
、
二
級
選

挙
権
者
二
八
七
人
計
三
八
〇
人
で
戸

数
に
対
し
五
九
％
し
か
い
ま
せ
ん
で
し

た
。（
和
村
誌　

現
代
編
）

　

そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
、
村

長
に
二
回
も
選
出
さ
れ
た
だ
け
で
は

な
く
、
同
郷
の
児
玉
彦
助
と
黒く

ろ
か
わ
せ
き

川
堰

（
長
野
県
山
形
村
）
の
開
削
事
業
を

起
こ
す
な
ど
実
業
家
の
一
面
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
自
宅
で
は
代
々
酒
造
、

養
蚕
、
稲
作
、
馬
の
繁
殖
な
ど
を
行
っ

て
い
た
豪
農
で
も
あ
り
、
田
中
新
太

郎
は
幼
少
の
頃
か
ら
原
造
に
家
業
の

訓
育
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

松
山
原
造
は
明
治
三
十
年
か
ら
小

県
郡
の
農
事
教
師
の
助
手
と
な
り
、

上
田
を
含
む
地
域
を
廻
っ
て
先
進
的

な
在
来
農
法
（
福
岡
農
法
）
を
教
え

歩
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
明
治
三
十
二

年
か
ら
は
埴
科
郡
（
現
千
曲
市
）
の

郡
農
会
書
記
と
し
て
農
事
教
師
を
し

な
が
ら
、
双
用
犂
の
考
案
を
進
め
、

明
治
三
十
三
年
十
一
月
に
は
単た

ん

鑱ざ
ん

双そ
う

用よ
う

犂り

の
元
と
な
る
犂
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
年
の
十
二
月
に
埴
科

郡
農
会
に
辞
表
を
出
し
、
和
村
の
田

　

和か
の
う
む
ら村
は
現
在
東
御
市
東
上
田
和か

の
う
と

い
う
地
籍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
和

村
は
烏
帽
子
岳
の
山
麓
に
位
置
し
眼

下
に
丸
子
地
域
や
東
御
市
街
地
が
見

渡
せ
る
風
光
明
媚
な
場
所
で
す
。
大だ

い

門も
ん
む
ら村
（
上
田
市
大
門
）
に
生
を
う
け

た
創
業
者
、
松
山
原
造
は
十
歳
の
時

よ
り
和
村
の
田
中
新
太
郎
宅
に
身
を

寄
せ
て
居
ま
し
た
。
こ
の
田
中
新
太

郎
は
原
造
の
祖
父
で
漢
学
者
で
あ
る

松
山
篤
志
朗
の
高
弟
で
、
篤
志
朗
の

遺
言
に
よ
り
原
造
は
和
村
で
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
。
田
中
新
太
郎
は
明

治
三
十
年
と
三
十
八
年
に
村
長
を
務

め
た
こ
と
か
ら
も
村
の
名
士
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
時
の
選
挙
権

は
「
地
租
を
納
め
る
か
、
ま
た
は
、

直
接
国
税
二
円
以
上
を
納
め
る
者
」

に
し
か
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

上
二
級
制
と
い
う
選
挙
権
設
定
で
し

た
。
こ
の
二
級
制
と
い
う
の
は
、
当
時

の
和
村
村
会
議
員
は
十
二
名
で
し
た

明
治
三
十
四
年
松
山
原
造
の
一
年
と
和
村
で
の
暮
ら
し

―
創
業
準
備
と
和
村
の
人
々
と
の
営
み
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

学
芸
員
　
松
井
　
以
久
子

中
新
太
郎
家
に
戻
り
援
助
を
受
け
な

が
ら
創
業
の
準
備
を
始
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

当
館
収
蔵
の
『
明
治
三
十
四
年
当

用
日
記
』『
明
治
三
十
四
年
単
鑱
双
用

犂
製
造
販
売
所 

総
勘
定
元
帳
』『
明

治
三
十
四
年
単
鑱
双
用
犂
製
造
所 

日

計
簿
』『
明
治
三
十
四
年
単
鑱
双
用
犂

製
造 

経
費
内
訳
簿
』『
明
治
三
十
四

年
四
月
単
鑱
双
用
犂
製
造
販
売
所 

単

鑱
双
用
犂
ニ
関
ス
ル
照
会
々
答
其
他

雑
件
簿
』
な
ど
を
元
に
明
治
三
十
四

年
に
お
い
て
原
造
の
創
業
準
備
を
し

て
い
る
様
子
と
住
ん
で
い

た
和
村
の
人
々
の
生
活
を

「
農
業
」
「
養
蚕
」
「
酒

造
り
」
「
生
活
」
そ
し
て

「
犂
製
作
」
に
分
け
て

読
み
解
い
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

「
農
業
」
に
つ
い
て

　

原
造
は
田
中
新
太
郎

家
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は

創
業
の
準
備
や
犂
製
作

に
あ
た
り
な
が
ら
、
当

家
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま

し
た
。
明
治
三
十
四
年

の
和
村
で
行
わ
れ
て
い
た

農
業
の
様
子
を
原
造
の

日
記
か
ら
拾
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

三
月
十
日
木
灰
を
田

ん
ぼ
に
散
布
す
る
こ
と

か
ら
原
造
は
こ
の
年
の
農

業
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
肥
料
に
関

し
て
は
四
月
十
一
日
に
上
田
の
海う

ん
の
ま
ち

野
町

に
あ
る
伊
藤
商
会
に
立
ち
寄
り
肥
料

の
注
文
を
し
、
六
月
三
日
に
は
肥
料

の
調
査
、
十
一
月
七
日
に
は
堆
肥
を
運

搬
さ
せ
て
田
に
撒
い
て
い
ま
す
。
当
時

の
肥
料
に
つ
い
て
は
「
館
報
ま
つ
や
ま

第
十
四
号
」
の
『
人
造
肥
料
と
松
山

原
造
』
に
詳
し
く
書
い
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
割
愛
し
ま
す
が
、
肥
料
の

普
及
は
明
治
三
十
四
年
の
長
野
県
農

会
報
第
十
号
に
も
急
要
事
項
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
資
料
１
）。

明治三十四年十月　長野県農会報　第十号　小県郡
一、町村是を調査する事
一、毎年農事統計調査をなすこと
一、種子の塩水撰を一般に勧行する事
一、短冊形苗代を一般に勧行する事
一、害虫の駆除を勧行すること
一、肥料の共同購入を勧行する事
一、農事講習会に多数の講習生を出席せしむる様勧誘する事
一、蠶病消毒器を購入にて蠶室蠶具の消毒を勧行する事
一、農業講話会、種子交換会、農産物品評会、立毛品評会等を開設する事
一、植林を奨励する事
一、廃物を利用して堆積肥料の普及を奨励する事

資料１　当時小県郡において急要事項として農会報に掲載された事柄

日記に出てくる主な地名



- 3 -

　

三
月
二
十
日
は
苜う

ま
ご
や
し蓿
（
牧
草
の
一

種
）、
豌え

ん
ど
う豆
を
播は

し
ゅ種
し
、
二
十
七
日
に

は
「
温
床
及
普
通
床
ヲ
作
リ
種
々
雑

多
ノ
種
子
ヲ
播
種
セ
リ
」
と
本
格
的

に
農
業
の
開
始
時
期
と
な
っ
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。
五
月
十
一
日
、
十
二
日
は

短
冊
苗
代
の
た
め
と
思
わ
れ
る
苗
代

の
整
地
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
短
冊

苗
代
の
普
及
も
長
野
県
農
会
報
の
小

県
郡
と
し
て
の
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
（
資
料
１
）。
五
月
二

十
三
日
に
は
葡
萄
に
肥
料
を
与
え
、

二
十
七
日
に
は
玉
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
）、

地
豆
等
の
播
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
六

月
に
入
り
六
日
に
馬
耕
で
畦
返
し
を

し
、
七
月
一
日
に
は
畦
ヌ
リ
を
行
い
十

一
日
、
十
二
日
に
や
っ
と
田
植
え
の
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
七
月
二
十
二
日

除
草
の
様
子
を
見
に
行
き
二
十
九
日

に
は
一
番
除
草
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
十
月
八
日
に
は
葡
萄
の

収
穫
を
し
、
十
月
の
末
に
な
る
と
田

ん
ぼ
の
見
回
り
を
行
い
、
十
一
月
三
日

に
稲
刈
り
を
し
、
五
日
に
は
稲
掛
け

（
本
文
マ
マ
）
を
し
、
馬
で
稲
を
運
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
後
は
七
日
に
は
堆
肥

を
運
搬
さ
せ
九
日
に
は
麦
蒔
き
が
始

ま
り
ま
す
。
原
造
自
身
は
手
伝
い
な

の
で
全
て
の
工
程
を
行
っ
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
当
時
は
こ
の
よ
う
に

今
よ
り
田
植
え
が
遅
く
そ
の
理
由
は

二
毛
作
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

資
料
２
は
年
代
が
か
な
り
違
い
ま
す

が
、
年
間
作
業
表
か
ら
稲
作
と
麦
作

の
二
毛
作
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
和
村
で
は
米
・

麦
の
他
に
も
野
菜
で
は
豌
豆
や
キ
ャ
ベ

ツ
、
地
豆
を
作
り
果
物
は
葡
萄
を
作
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
酒
造
」
に
つ
い
て

　

明
治
時
代
に
入
り
酒
造
業
に
も
大

き
な
変
化
が
起
き
始
め
ま
す
。
明
治

元
年
に
は
江
戸
時
代
か
ら
の
酒
造
鑑

札
に
変
わ
り
、
冥
加
金
と
し
百
石
に

対
し
二
十
両
ず
つ
納
め
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
四
年
後
の
明
治
四
年
七
月
に
は

酒
株
を
全
面
的
に
開
放
す
る
こ
と
を

太
政
官
布
告
と
し
て
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
長
野
県
下
の
酒
造

家
七
十
人
は
長
野
県
令
に
対
し
同
年

九
月
に
反
対
懇
願
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
そ
の
連
名
欄
に
「
和
村 

田
中

新
太
郎
」
と
あ
る
の
で
田
中
家
は
江

戸
時
代
か
ら
続
く
酒
造
家
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
「
和
村
誌 

現
代
編
」

に
よ
る
と
明
治
・
大
正
期
に
は
和
村

内
の
東
上
田
に
は
酒
造
家
は
田
中
新

太
郎
家
一
軒
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。（
資
料
３
）

　
一
般
的
に
酒
造
り
の
工
程
は
米
を

洗
米
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
そ
の
米
を
浸
水
さ
せ
蒸
し
ま

す
。
蒸
し
上
が
っ
た
米
を
冷
ま
し
麹

菌
を
混
ぜ
て
麹こ

う
じ
を
作
り
、
一
方
で
酒し

ゅ
ぼ母

菌き
ん

と
蒸
米
で
酒
母
を
作
り
ま
す
。
麹

資料２　上田市誌民俗編（2）『衣食住とくらし』より抜粋
年間作業表　　　昭和25年ごろ

稲作 麦作

一月 一毛作田　播種 施肥（冬肥）

二月

三月 農道補修 麦ふみ　クレはたき　土寄せ

四月

一毛作田　春起こし　
用水路補修（共同作業）
二毛作田　陸苗代作り
一毛作田　水苗代作り

二番サクきり
土寄せ

五月
塩水選（共同）
種籾蒔き　苗代管理

畝間起こし　揚げザク

六月
一毛作田　田植え準備
　　　　　田起こし　田の管理
二毛作田　田起こし

麦刈り

七月 田植え　　田の草刈り
脱穀（運び出した麦は下旬）
麦の天日干し

八月
消毒（共同）
追肥施肥

麦の供出
堆肥作り

九月
防雀作業　当番出役
田の水落とし

十月
畔草刈り（田植え前から数回）
稲刈り　ハゼ掛け
二毛作田はただちに脱穀

二毛作田麦蒔き準備
堆肥運び
麦蒔き畝作り　稲刈り後麦蒔き

十一月
供出用米俵作り（夜なべ仕事）
脱穀、籾干し作業　籾摺り
稲わら整理　一毛作田冬起こし

二毛作田麦の冬サクきり
畑麦蒔き

十二月 米の供出 施肥（冬肥）

資料３
明治大正期における和村東上田の商工業数　「和村誌　現代編」より

商
業

雑貨文具、食品 ９

飲食業 １

金融、質屋 ３

繭問屋、仲買人 14

牛馬、鳥、馬喰 ３

鯉穀類 ２

工
業

染物 １

醤油造 ２

酒造 １

酢、味噌造 ２

製紙座ぐり １

工
業

犂、農蚕具 １

水車 17 

豆腐、こんにゃく ２

工
芸 竹細工 ８

職
人

石工 ９

大工、建具 12

畳屋 ２

屋根、トビ ２

理髪、髪結 2

植木屋 １
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を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
生
活
」
に
つ
い
て

　

原
造
が
初
め
て
洋
服
を
注
文
し
た

の
が
明
治
三
十
年
七
月
、
上
田
の
辰

野
商
店
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治
三

十
四
年
に
撮
っ
た
写
真
で
洋
服
を
着

こ
な
し
馬
に
乗
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
（
写
真
２
）。
で
は
、
そ
の
頃
の

和
村
の
人
々
の
服
装
は
ど
う
だ
っ
た
か

と
い
う
と
「
和
村
誌 

現
代
編
」
に
よ

る
と
、
明
治
三
十
四
年
小
学
校
の
卒

業
写
真
に
は
男
性
（
村
の
役
人
も
し

く
は
教
員
）
が
二
十
三
名
写
っ
て
い
る

中
、
洋
装
だ
っ
た
の
は
一
名
。
女
性
の

教
員
は
三
名
中
全
員
が
袴
を
穿
い
て

い
た
よ
う
で
す
。
生
徒
は
男
子
児
童

二
十
七
名
、
女
子
児
童
四
名
が
い
て
、

男
子
は
皆
着
物
で
女
子
は
皆
袴
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
だ
和
村
に
お
い
て

卒
業
式
な
ど
で
の
正
装
は
着
物
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

明
治
三
十
四
年
の
原
造
と
和
村
の

生
活
の
様
子
を
日
記
や
日
計
簿
か
ら

拾
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
む
ほ
ど
の
忙
し
さ
が
垣
間
見
え
ま

す
。
三
十
日
は
午
前
中
蚕
の
後
始
末

を
し
、
「
蚕
揚
ト
称
ス
ル
祝
ヲ
ナ
シ
タ

リ 

皆
十
二
分
ノ
快
ヲ
尽
シ
タ
リ
」
と

い
う
よ
う
に
午
後
七
時
よ
り
十
二
時

ま
で
慰
労
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が

日
記
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
二

十
日
ま
で
養
蚕
の
手
伝
い
を
し
、
二

十
四
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
日
に
は

上
蔟
の
忙
し
い
模
様
も
書
か
れ
て
い

ま
す
。
八
月
三
十
日
が
養
蚕
に
関
わ

る
記
載
が
最
後
に
な
り
十
月
二
十
七

日
「
蚕
室
ノ
子
（
ね
）
コ
ヲ
払
ヘ
仕
舞

タ
リ
」
と
こ
の
年
の
養
蚕
に
関
わ
る

事
柄
が
全
て
終
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

原
造
自
身
が
蚕
の
売
買
に
関
わ
っ

て
い
た
記
載
も
あ
り
ま
す
。
八
月
十

日
に
は
夏
蚕
を
仲
買
人
に
一
貫
目
（
約

三
・
七
五
キ
ロ
）
を
四
円
二
十
銭
で
売

り
渡
し
、
同
じ
く
二
十
六
日
に
は
一
貫

目
を
四
円
十
銭
で
売
り
渡
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
年
の
日
記
に
は
養
蚕
に
つ
い
て

は
八
月
三
十
日
で
終

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
明

治
三
十
五
年
九
月
六

日
の
日
記
を
見
る
と

「
午
前
六
時
ヨ
リ
秋

蚕
上
蔟
ノ
手
助
ヲ
ナ

シ
」
と
書
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
る
と
田

中
家
で
は
春
蚕
、
夏

蚕
、
秋
蚕
で
の
養
蚕

菌
と
酒
母
と
蒸
米
と
水
を
加
え
て
仕

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
醪も

ろ
み
が
出
来
て
原
酒

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

酒
造
り
は
米
を
収
穫
し
て
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
日
記
に
よ
る
と
九
月
二

十
一
日
「
酒
袋
ノ
新
物
ヲ
煮 

ヌ
リ
ヲ

抜
キ
タ
リ
」
二
十
二
、
二
十
三
日
に
は

「
袋
ヲ
シ
ブ
ニ
浸
シ
」
と
い
う
よ
う
に

揚あ
げ
ふ
ね舟
で
使
わ
れ
る
酒
袋
に
柿
渋
を
浸

し
て
そ
の
年
の
酒
造
り
の
準
備
が
始

ま
り
、
十
月
十
四
日
に
「
桶
ノ
目
バ

リ
ヲ
ナ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に

着
々
と
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
十
二
月
二
十
七
日
に
「
新

酒
祝
ニ
テ
蔵
ニ
テ
頂
ク
」
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
少
し
前
か
ら
揚

舟
（
圧
搾
作
業
の
こ
と
で
清
酒
が
出

来
上
が
る
こ
と
を
指
す
）
が
行
わ
れ
、

新
酒
を
味
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、
一
月
二
十
八
日
と
二
月
二
日

に
は
揚
舟
の
手
助
け
を
し
、
と
書
か

れ
そ
の
後
同
月
五
日
に
は
再
び
蔵
の

仕
込
み
を
し
た
と
あ
り
、
そ
の
後
も

仕
込
み
と
揚
舟
を
繰
り
返
し
二
月
十

三
日
に
「
造
リ
仕
舞
ニ
テ
蔵
ニ
於
テ
祝

ヲ
開
キ
」
と
あ
る
よ
う
に
こ
の
時
期
に

こ
の
年
の
仕
込
み
が
終
わ
り
三
月
一
日

ま
で
揚
舟
を
し
て
酒
造
り
は
ひ
と
段

落
し
ま
す
。
三
月
二
日
に
は
「
樽
配

リ
ニ
行
キ
」
と
あ
る
の
で
お
酒
を
配
達

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
田
中

家
の
杜
氏
は
太
五
郎
と
い
う
人
で
し

た
が
、
ど
こ
の
出
身
か
ま
で
は
た
ど
り

つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
四
月
二
日
に
は

杜
氏
太
五
郎
が
帰
村
し
、
五
月
十
五

日
に
は
火
入
れ
と
酒
を
貯
蔵
し
て
い

た
桶
を
清
掃
し
て
こ
の
年
の
酒
造
が

終
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
時
酒
は
樽
に
入
れ
て
販
売
し
て

い
た
よ
う
で
日
記
に
よ
る
と
一
月
、
五

月
、
十
二
月
に
樽
を
回
収
し
て
い
ま

す
。
販
路
は
姫ひ

め
こ
さ
わ

子
沢
、
釜か

ま
む
ら
た

村
田
、

井い
こ
う高
、
西
の
上
、
東
の
上
の
地
名
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
樽
と
売
掛
金
を

回
収
し
て
そ
し
て
ま
た
出
来
た
酒
を

い
れ
て
売
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

五
月
二
十
五
日
に
は
「
東
部
酒
造

組
合
会
」
に
出
席
、
ま
た
六
月
三
日

に
は
「
酒
小
売
価
格
ニ
対
ス
ル
早
見

表
ヲ
造
リ
タ
リ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
酒
造
家
（
経
営
者
）
と
し
て

の
仕
事
も
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
写
真
１
）

「
養
蚕
」
に
つ
い
て

　

二
月
七
日
の
「
千
代

次
・
定
よ
両
人
方
蚕
手

助
ヲ
頼
ミ
ニ
行
キ
返

リ
」
と
い
う
日
記
の
記

載
か
ら
、
こ
の
年
の
原
造
が
関
わ
っ
た

養
蚕
業
が
始
ま
り
ま
す
。
二
月
十
九

日
、
二
十
七
日
に
は
「
網
竹
ヲ
作
リ
」

と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
蚕
網
竹
の

制
作
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃

か
ら
養
蚕
の
準
備
が
始
ま
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

明
治
二
十
二
年
に
農
商
務
省
蚕
業

試
験
場
で
「
養
蚕
標
準
表
」
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
当
時
の

飼
育
法
は
「
保
温
折
衷
育
」
と
い
う

方
法
を
採
用
し
て
お
り
、
飼
育
日
数

は
平
均
で
約
三
十
八
日
、
給
桑
回
数

約
二
百
回
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
養
蚕

は
貴
重
な
現
金
収
入
で
は
あ
り
ま
す

が
手
間
が
か
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

原
造
の
日
記
に
も
養
蚕
の
大
変
さ

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
五
月
三
十
日
に

は
「
桑
ヲ
刈
込
ミ
」
と
あ
り
そ
の
後

六
月
二
十
六
日
ま
で
十
一
日
間
桑
を
切

り
蚕
に
与
え
、
そ
の
後
の
始
末
を
す

る
な
ど
養
蚕
の
手
伝
い
で
忙
し
い
様

子
が
わ
か
り
ま
す
。
六
月
二
十
八
日

に
は
「
終
日
大
ビ
キ
テ
家
内
中
其
他

ノ
人
ヲ
雇
ヘ
上
蔟
ノ
手
助
ヲ
ナ
シ
居
ラ

タ
リ
シ
」
と
書
か
れ
近
所
の
人
々
に
も

上じ
ょ
う
ぞ
く
蔟
作
業
（
平
飼
い
し
て
い
た
蚕
が

繭
を
吐
き
出
し
始
め
る
と
蔟ま

ぶ
し
と
い
う

入
れ
物
に
移
す
こ
と
）
を
手
伝
っ
て
も

ら
っ
た
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た

次
の
日
に
は
「
午
前
・
午
后
ト
モ
前

日
ノ
如
キ
全
人
ノ
人
ニ
依
リ
上
蔟
ノ
整

理
ヲ
ナ
シ
タ
リ 

千
枚
余
ノ
蚕
児
夕
方

ハ
百
枚
ニ
成
リ
タ
リ
シ
」
と
寸
暇
を
惜

写真1　明治22年から30年原造 
雑記帳の裏　和村東上田村内
「田中酒店」と書かれている

写真２　明治34年馬に乗ってい
る原造　洋装で写っている
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三
月
四
日
綿
入
れ
（
半は

ん
て
ん纏
と
思
わ

れ
る
）
二
枚
の
仕
立
賃
と
し
て
和
村
の

大
塚
ま
き
へ
三
十
銭
、
十
二
月
三
十
一

日
に
は
着
物
仕
立
賃
と
し
て
和
村
の

正
村
ゆ
み
へ
三
十
銭
を
支
払
っ
て
い
ま

す
。
五
月
三
十
一
日
は
和
村
栗く

り
ば
や
し林の
理

髪
店
に
て
六
銭
で
理
髪
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
六
月
二
十
日
は
鶏
卵

十
個
を
二
十
銭
（
鶏
卵
一
つ
に
つ
き
二

銭
）
で
池
田
定
衛
か
ら
購
入
し
、
八

月
十
六
日
に
は
大
川
に
て
氷
水
を
四

銭
で
買
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
村
の
徳

竹
金
次
郎
か
ら
あ
め
を
十
六
銭
で
清

水
半
左
エ
門
の
と
こ
ろ
で
菓
子
代
と

し
て
十
七
銭
三
厘
を
支
払
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
清
水
半
左
エ
門
の
家
は
他

に
ハ
ガ
キ
や
郵
便
切
手
を
取
り
扱
っ
て

い
た
こ
と
が
日
記
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

　

和
村
海
善
寺
に
は
戸
祭
先
生
と
い

う
医
師
が
い
ま
し
た
。
原
造
も
診
察

を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

医
師
の
と
こ
ろ
で
原
造
は
顕
微
鏡
を

借
り
て
馬
鈴
薯
の
寄
生
菌
や
原
酒
の

加
熱
前
の
微
生
物
、
発
酵
五
日
目
の

酒
母
菌
を
見
た
り
と
知
的
好
奇
心
も

満
た
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

当
時
の
年
中
行
事
の
様
子
も
書
か

れ
て
い
ま
す
。
九
月
二
十
四
日
は
秋

季
皇
霊
祭
（
歴
代
の
天
皇
、
皇
后
、

皇
親
の
霊
を
祭
る
行
事
）
で
「
午
后

ハ
祭
典
ニ
テ
混
雑
ヲ
極
ム
」
と
祭
典
で

店
が
賑
わ
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま

す
。
十
一
月
二
十
三
日
は
新
嘗
祭
（
宮

中
と
全
国
の
神
社
で
執
り
行
わ
れ
る

収
穫
祭
の
こ
と
）
で
「
各
戸
国
旗
ヲ

出
シ
祝
意
ヲ
表
シ
タ
リ
シ
」
と
書
か

れ
て
い
る
よ
う
に
和
村
で
は
ほ
と
ん
ど

の
家
で
国
旗
を
出
し
て
祝
っ
て
い
た
様

子
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

祭
典
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
て
、
三
月

十
六
日
は
「
山
ノ
神
当
番
ニ
テ
山
ノ

神
其
御
酒
料
ヲ
集
メ
」
や
九
月
二
十

三
日
に
は
「
午
后
ハ
愛
宕
様
祭
典
ニ

付
キ
当
番
来
リ
準
備
ヲ
ナ
ス
」
な
ど

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
三
十
一
日
大
晦
日
の
日
の
記

述
は「
午
後
八
時
超
年
ノ
式
ヲ
済
シ
」

そ
の
後
外
出
し
十
一
時
に
帰
宅
し
こ
の

年
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
で
八
月
十
日
か
ら
五
十
二

日
行
わ
れ
た
一
府
十
一
県
聯
合
共
進
会

に
参
考
品
と
し
て
出
展
し
て
い
た
原

造
は
、
九
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九

類
ヲ
尋
ヌ
ル
モ
無
ク
」
と
あ
る
よ
う
に

こ
の
頃
か
ら
特
許
出
願
の
準
備
を
本

格
的
に
始
め
た
よ
う
で
す
。
こ
の
西

澤
と
は
今
も
上
田
市
中
央
に
あ
る
西

澤
書
店
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
月
二
十

二
日
に
は
和
小
学
校
の
宮
下
と
い
う

教
師
に
頼
ん
で
い
た

犂
の
図
面
が
出
来

上
が
り
、
こ
の
日
以

降
毎
日
図
面
を
書

き
、
特
許
出
願
の

書
類
を
作
成
し
て

い
き
ま
し
た
。
三
月

八
日
に
上
田
の
郡

役
所
に
行
き
特
許

局
長
の
名
前
を
聞

き
そ
の
日
に
出
願

書
を
郵
送
し
ま
し

た
。

　

三
月
三
十
一
日
に

は
「
犂
一
艇
受
取

り
」
と
の
記
述
が
あ

り
、
こ
れ
が
第
一
号

の
犂
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
第
一
号
の

犂
は
自
家
用
と
な
っ

て
お
り
、
続
い
て
四

月
三
日
に
は
第
二

号
の
犂
は
長
野
県

農
事
試
験
場
へ
寄

付
し
、
そ
の
後
埴

科
郡
埴
生
村
の
寺

澤
祐
市
に
第
三
号

の
犂
を
販
売
し
ま

し
た
。

日
に
か
け
て
新
潟
県
新
潟
市
で
開
催

さ
れ
た
共
進
会
を
見
に
行
っ
て
い
ま

す
。「
日
計
簿
」
に
よ
る
と
大
屋
か
ら

新
潟
県
の
沼ぬ

っ
た
り垂
駅
ま
で
往
路
は
二
円

七
十
二
銭
、
復
路
は
一
円
六
十
四
銭
と

記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
往
路

は
二
等
で
復
路
は
三
等
車
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
ち
な
み
に
大
屋
駅
か
ら
上

田
駅
ま
で
は
片
道
五
銭
で
し
た
の
で

今
よ
り
も
遥
か
に
新
潟
県
は
遠
く
感

じ
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

わ
か
る
様
子
が
日
記
に
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。
九
月
二
十
五
日
「
中
略 

直

江
津
ニ
テ
北
陸
鉄
道
ニ
乗
換
ヘ
柏
崎
ヨ

リ
柏
崎
ト
ン
子
八
ヶ
ア
リ　

此
間
海

辺
ニ
出
て
ト
ン
子
ル
ニ
入
リ　

其
影
色

ノ
善
キ
事
言
談
ニ
尽
シ
難
シ
」
九
月

二
十
八
日
「
中
略 

柏
崎
ヨ
リ
本
日
ハ

日
和
善
キ
故 

海
ハ
オ
タ
ヤ

カ
ニ
テ
佐
渡
ヲ
遠
望
シ
白

帆
ヲ
掛
ケ
タ
ル
船
ノ
行
返

フ
処
ヲ
見
ツ
ツ 

直
江
津
ニ

着
」
と
和
村
で
は
見
ら
れ

な
い
景
色
を
堪
能
し
、
村

に
帰
っ
て
そ
の
様
子
を

人
々
に
話
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。（
写
真

３
）

「
犂
製
作
」
に
つ
い
て

　
一
月
九
日
「
（
中
略
）

午
后
三
時
郡
役
所
ニ
行
キ

特
許
ニ
関
ス
ル
件 

宮
原
氏

ニ
面
会
シ
種
々
承
り
（
中

略
）
西
澤
ニ
行
キ
関
係
書

　

ま
た
、
四
月
に
入
り
獨ふ

れ
あ
ん
な
い

案
内
の
原

稿
に
も
着
手
し
、
同
月
十
二
日
に
は

丸
子
の
日
本
画
家
土つ

ち
や屋

泉せ
ん
せ
き石

に
挿
絵

を
頼
み
、
上
田
の
丸
山
活
版
所
で
印

刷
を
依
頼
し
、
二
十
日
に
出
来
上
が

り
ま
し
た
。（
写
真
４
）

写真４　特許取得後すぐの獨案内。赤字で訂正しているのがわかる（明治34年12月）

写真３　信越本線（現 しなの鉄道）田中駅
写真の表題に「新築田中停車場」と書かれているので開設
された明治21年に撮られた写真と思われる
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「
明
治
三
十
四
年
四
月 

単
鑱
双
用

犂
ニ
関
ス
ル
照
会
々
答
其
他
雑
件

簿
」
（
写
真
５
）
に
よ
る
と
和
村
に
お

い
て
は
四
月
二
十
日
に
出
来
上
が
っ
た

獨
案
内
を
市
村
高
と
清
水
半
左
エ
門

に
四
月
二
十
一
日
に
一
部
ず
つ
、
二
十

三
日
に
は
和
村
農
会
へ
中
曽
根
区
の

片
柳
、
塚
田
宇
三
郎
、
栗
林
区
（
氏

名
な
し
）、
田
沢
の
小
泉
幸
太
郎
、
二

十
六
日
に
は
西
深
井
区（
氏
名
な
し
）

五
月
二
十
六
日
に
は
田
中
初
五
郎
、

深
井
西
店
に
も
一
部
ず
つ
配
っ
て
い
ま

す
。
九
月
四
日
に
は
千
葉
県
へ
の
送

付
の
た
め
児
玉
正
武
へ
二
十
部
渡
し
て

い
ま
す
。
購
入
に
あ
た
っ
て
は
第
五
号

の
犂
を
五
月
十
四
日
に
和
村
農
会
が

五
円
で
購
入
し
、
六
月
十
五
日
に
は

四
月
二
十
九
日
に
馬
耕
教
授
を
受
け

た
市
村
高
が
第
三
十
五
号
特
号
を
五

円
五
十
銭
で
購
入
し
て
い
ま
す
。
原

造
の
後
ろ
盾
で
あ
る
田
中
新
太
郎
も

二
梃
購
入
し
て
い
る
の
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
日
時
や
金
額
は
不
明
で
し
た
。

こ
の
年
は
合
計
四
十
六
挺
の
犂
を
製

造
し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
自
家
用

二
梃
、
寄
贈
一
艇
（
長
野
県
農
業
試

験
場
へ
）
雛
形
と
し
て
農
商
務
省
特

許
局
一
艇
、
破
損
一
艇
残
り
四
十
一
艇

を
販
売
し
ま
し
た
。

　

製
造
等
に
つ
い
て
和
村
関
係
で
は

「
明
治
三
十
四
年 

日
計
表
」
に
よ
る

と
大
工
の
飯
塚
半
左
エ
門
が
四
月
二

十
一
日
か
ら
四
日
間
で
犂
を
二
梃
作

り
、
一
円
六
十
八
銭
を
支
払
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
日
の
摘
要
欄
に
一
日
当
た
り

四
十
二
銭
支
払
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
大
工
仕
事
は
一
日
に
つ
き
四
十

二
銭
と
決
め
て
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
そ
の
後
も
同
村
の
飯
塚
浅
次
郎
、

土
屋
千
太
郎
に
よ
っ
て
大
工
仕
事
は

行
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
五
月
十
七

日
に
は
大
塚
半
助
か
ら
犂
用
の
釘
を

購
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
犂
製

作
に
は
和
村
の
人
々
が
多
く
関
わ
っ
て

き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
出
来
上
が
っ
た
犂
の
運
搬
に

も
和
村
の
人
々
が
関
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
五
月
十
四
日
に
は
犂
一
艇
を
和
村

大
川
か
ら
上
田
ま
で
運
ぶ
の
に
荒
木

善
作
に
五
銭
、
同
月
の
十
七
日
に
は

荻
原
今
朝
次
に
上
田
ま
で
の
運
賃
と

し
て
犂
二
梃
で
十
銭
を
支
払
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
上
田
ま
で
の
犂
一
艇
の
運
賃

を
五
銭
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
二
十

日
に
は
清
水
多
曽
次
に
大
屋
か
ら
木

材
の
運
搬
を
依
頼
し
、
二
十
銭
支
払
っ

て
い
ま
す
（
日
記
に
は
多
曽
次
・
弥

三
郎
両
人
ヲ
頼
ミ
、
と
な
っ
て
い
る
の

で
二
人
分
の
賃
金
と
思
わ
れ
ま
す
）。

　

『
明
治
三
十
四
年
単
鑱
双
用
犂
製

造
販
売
所 

総
勘
定
元
帳
』
の
巻
末
に

「
決
算
書
」
と
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
犂
の
売
上
総

収
入
二
百
二
十
四
円
に
対
し
て
製
作

費
（
原
料
、
運
賃
、
加
工
費
）
総
額

百
八
十
九
円
四
十
一
銭
七
十
五
毛
と

な
っ
て
お
り
、
犂
製
造
だ
け
で
見
る
と

約
三
十
五
円
の
利
益
が
出
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
前
年
の
明
治
三
十

三
年
埴
科
郡
農
会
か
ら
の
月
俸
は
十

二
円
だ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
経
営

の
苦
労
が
垣
間
見
え
ま
す
。（
写
真
６
）

さ
い
ご
に

　

三
月
八
日
に
特
許
局
に
特
許
出
願

書
を
提
出
し
て
か
ら
獨
案
内
や
広
告

の
発
注
（
写
真
７
）
な
ど
犂
製
造
以

外
の
事
柄
を
こ
な
し
、
十
一
月
一
日
に

は
新
し
い
犂
を
作
り
上
げ
、
同
月
十

七
日
に
は
競
犂
者
四
十
二
名
の
南
佐

久
郡
農
会
主
催
の
競
犂
会
に
出
席
し

て
い
ま
す
。
ま
た
稲
荷
山
（
現
千
曲

市
稲
荷
山
）
や
塩
名
田
（
現
佐
久
市

塩
名
田
）
な
ど
で
聴
衆
を
集
め
て
双

用
犂
の
試
運
転
を
し
、
高
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
原
造
は
創
業

の
準
備
を
し
な
が
ら
田
中
新
太
郎
家

の
手
伝
い
を
し
て
い
る
の
で
、
「
農

業
」
「
養
蚕
」
「
酒
造
り
」
の
全
て
の

工
程
を
原
造
が
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
事

柄
が
当
時
の
和
村
の
人
々
に
直
結
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の

様
子
の
一
端
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

十
二
月
五
日
、
つ
い
に
特
許
局
よ
り

特
許
書
が
手
元
に
届
き
ま
す
。「
此
レ

多
年
苦
心
シ
タ
ル
発
明
単
鑱
双
用
犂

ノ
特
許
査
定
書
ナ
リ
」
と
日
記
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
原
造
に
と
っ
て
感

慨
深
い
一
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

以
降
創
業
へ
の
舵
を
大
き
く
切
っ
て
い

き
、
明
治
三
十
五
年
六
月
に
和
村
に

て
「
単
鑱
双
用
犂
製
作
所
」
を
開
業

し
ま
し
た
。そ
の
後
、大
正
時
代
に
入
っ

て
も
和
村
の
大
工
横
山
九
左
エ
門
、

鍛
冶
職
小
林
巌
、
同
じ
く
鍛
冶
職
小

林
牧
蔵
な
ど
を
雇
い
入
れ
て
お
り
原

造
が
幼
少
期
か
ら
青
年
期
を
過
ご
し

た
和
村
と
の
深
い
繋
が
り
が
続
い
て
い

き
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】

『
和
村
誌　

現
代
編
』　

昭
和
三
十
八
年

『
上
田
市
誌　
「
衣
食
住
と
く
ら
し
」　

民
俗

編
（2）
』　

平
成
十
三
年

『
上
田
市
誌　
「
蚕
都
上
田
の
栄
光
」　

近
現

代
編

（2）
』　

平
成
十
五
年

「
長
野
県
農
会
報　

第
十
号
」　

明
治
三
十
四

年土
金
師
子
『
蚕
都
信
州
上
田
の
近
代　
「
明

治
期
養
蚕
法
の
展
開
と
小
県
郡
」』
平
成
二

十
三
年

田
中
武
夫
『
信
州
の
酒
の
歴
史
』　

昭
和
四

十
五
年　

柚
木
学
『
酒
造
り
の
歴
史
』
平
成
三
十
年

田
中
壽
子
『
館
報
ま
つ
や
ま
』
十
四
号
「
人

造
肥
料
と
松
山
原
造
」

写真５　明治34年の犂販売先と４月
20日に上田の丸山活版所にて作られ
た獨案内の配布先が書かれている。
和村の人々の名前もみられる

写真６　埴科郡農会からの拝命書　
月俸十二円と書かれている

写真７　長野県農会報第四号（明治
34年４月発行）に掲載した広告
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松山記念館日誌
月 日 曜日 内容・実施事項

令和５年（2023）年
9 25 月 須坂創生高等学校へ図書等の寄贈
10 2 月 長野県立歴史館より資料等の受贈「主張する古墳-新たなシナノの古墳時代像-」
10 2 月 長野県立歴史館たより2023年秋号受贈
10 4 水 松山記念館リノベーション会議（５名）
10 13 金 松山㈱協力会30名来館見学
10 23 月 東信美術会より「2023東信美術展50周年記念誌」受贈

10 27 金 第29回文化講演会「自然農法による米栽培技術-抑草のための土づく
りのポイント-」　講師：三木孝昭氏

11 10 金 （一社）馬搬振興会主催実演会　於新潟県柏崎市（田中学芸員、松井学芸員）
11 22 水 令和５年度健康保険委員研修会出席（山越事務長）
11 24 金 下伊那農業高等学校へ図書等の寄贈
11 25 土 馬耕講習会　於春日温泉（田中学芸員）
11 27 月 消火器の点検　㈱コウサカ…異常無し
11 30 木 馬耕講習会　於白馬村（田中学芸員）
12 23 土 ヒマラヤスギ伐採

令和６年（2024）年
12/29 1/5 金～金 12/29～１/５年末年始休業
1 19 金 令和５年度、会計及び業務監査
2 2 金 第29回理事会（令和５年度事業報告及び決算書の承認その他）
2 21 水 第16回評議員会（令和５年度事業報告及び決算書の承認その他）

2 26 月 長野県立歴史館より冬季企画展「和田秀～糸づくに懸けた明治の女性～」
１冊受贈

3 6 水 長野県知事宛「事業報告等の提出書」提出（審査完了）

3 18 月 松本市立博物館より「松本市立博物館　開館記念特別展　松本博覧会」
図録　１冊受贈

3 18 月 松本市立博物館より「至極の大衆文化　浮世絵　酒井コレクション」
図録　１冊受贈

3 26 火 松山記念館リノベーション会議
4 1 月 松山㈱新入社員 ５名来館視察研修
4 19 金 西尾評議員来館　展示品の聞き取り調査
5 21 火 松山記念館リノベ―ション会議
5 22 水 木曽青峰農業高等学校・富士見高等学校へ図書等寄贈説明訪問
6 3 月 令和６年松山㈱新入社員出前研修 ５名（松山記念館担当）
6 10 月 松山記念館リノベ―ション会議
6 10 月 JICA筑波センター３名、アフリカ農政局者８名　来館（写真①）
6 28 金 博物館法変更について打合せ（５名）
6 29 土 令和６年度　米熊・慎蔵・龍馬会定時総会出席（理事長・事務長）
7 2 火 イタリア農業機械工業会視察団15名　日農工２名　　計17名　来館見学

7 12 金 視察研修会　松本市立博物館・松本民芸館（松山記念館役員、評議員、
職員　計12名参加）（写真②）

7 17 水 松山記念館リノベ―ション会議
7 25 木 松山記念館リノベ―ション会議
7 29 月 井関農機新入社員　来館視察研修８名
7 30 火 関東甲信クボタ新入社員　来館視察研修19名

7 30 火 令和６年度公開承認施設堪能者会議　アーカイブ配信（田中学芸員
松井学芸員）

8 8 木 上田市長、上田市教育委員会宛、文化講演会の申請書提出
8 10～18 土～日 盆休み
9 3 火 松山記念館リノベ―ション会議（写真③）
9 9 月 長野県立博物館より「木曽義仲・文章と絵画で見る義仲の一生）　１冊受贈
9 17 火 長野県公益認定審議会　立ち入り検査
9 25 水 松山記念館リノベ―ション会議

10 11 金 第30回文化講演会「上田ワイン産業振興および地域の活性化に向けた
椀子ワイナリーの役割」　講師：小林弘憲氏 ③松山記念館リノベーション会議

②視察研修会
松本市立博物館・松本民芸記念館

①JICA筑波センター、
　アフリカ農政局者　来館
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★
令
和
六
年
二
月
二
日
㈮
協
同
サ
ー

ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二

十
九
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

①
令
和
五
年
度
事
業
報
告
書

（案）
及
び

事
業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に
同
収

支
決
算
書

（案）
及
び
財
務
諸
表
等
を
、

監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
後
審

議
さ
れ
、出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

②
定
例
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

令
和
六
年
二
月
二
十
一
日
㈬
協
同
サ
ー

ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
開
催

を
可
決
承
認
。

③
そ
の
他
報
告
事
項
承
認
。

★
令
和
六
年
二
月
二
十
一
日
㈬
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
十
六
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

①
令
和
五
年
度
事
業
報
告
書

（案）
及
び

事
業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に
同
収

支
決
算
書

（案）
及
び
財
務
諸
表
等
を
、

監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
後
審

議
さ
れ
、出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

②
そ
の
他
報
告
事
項
承
認
。

　

令
和
五
年
十
月
二
十
七
日
㈮
松
山

記
念
館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市
教

育
委
員
会
後
援
で
、松
山
㈱
三
階
ホ
ー

ル
に
て
、
第
二
十
九
回
文
化
講
演
会

を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
、
公
益
財
団
法
人
自
然
農

法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
専
門
技

術
員
の
三
木
孝
昭
氏
に
よ
り
、
演
題

『
自
然
農
法
に
よ
る
米
栽
培
技
術
―

抑
草
の
た
め
の
土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

―
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。

（
聴
講
者
：
百
七
十
人
）

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
主
催
者
を
代

表
し
て
松
山
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

今
講
演
会
の
ご
後
援
を
い
た
だ
い
た

上
田
市
、
上
田
市
教
育
員
会
と
ご
多

忙
の
な
か
本
日
の
講
演
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
い
た
講
師
に
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
る
と
共
に
本
日
の
講
演
の
テ
ー

マ
に
寄
せ
て
「
松
山
記
念
館
の
定
款

に
も
『
広
く
食
育
の
活
動
を
支
援
す

る
』と
あ
り
、『
農（
業
）は
国
の
基（
も

と
い
）
』
と
す
る
原
点
に
立
ち
返
り
、

自
然
・
食
料
を
改
め
て
問
い
直
す
折

に
、
本
日
の
講
演
は
ま
こ
と
に
時
宜

を
得
た
も
の
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
」

と
述
べ
た
。

　

続
い
て
後
援
者
を
代
表
し
て
上
田

市
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
観

光
課
の
渡
辺
純
一
課
長
が
、
松
山
原
造

の
功
績
や
松
山
の
上
田
市
へ
の
貢
献

度
を
評
価
し
、「
農
業
は
人
間
の
生
活

と
食
の
源
。
こ
れ
か
ら
も
丸
子
の
食
、

長
野
の
食
、
日
本
の
食
を
支
え
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
挨
拶
。

　

続
い
て
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
紹

介
さ
れ
、
講
演
に
入
っ
た
。

　

講
演
で
三
木
氏
は
、
自
然
農
法
国

際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
入
社
後
、
自

然
農
法
や
有
機
農
業
に
よ
る
水
稲
栽

培
技
術
の
研
究
・
開
発
に
二
十
五
年

従
事
し
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
主
に
水

稲
を
担
当
し
て
き
た
。
研
究
初
期
に

は
雑
草
対
策
（
除
草
十
時
間
／
一
〇

ア
ー
ル
）
に
四
苦
八
苦
し
た
が
、
現
在

で
は
地
域
慣
行
農
家
の
九
〇
％
程
度

の
安
定
生
産
（
九
～
十
俵
／
一
〇
ア
ー

ル
、
良
食
味
）
と
除
草
の
必
要
性
が

低
い
状
態
を
実
証
し
、
生
産
者
参
考

と
な
る
栽
培
技
術
を
ほ
ぼ
確
立
し
た
。

　

講
演
で
は
、
農
薬
不
使
用
の
雑
草

対
策
と
し
て
「
育
土
（
土
づ
く
り
）」

「
苗
づ
く
り
」「
代
か
き
」「
田
植
え
」

な
ど
を
紹
介
し
た
後
、
抑
草
の
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
稲
が
喜
ぶ
土
づ

く
り
②
良
い
苗
の
育
成
③
良
い
苗
を

良
い
時
期
に
良
い
密
度
で
植
え
る
―

を
あ
げ
田
植
え
ま
で
に
理
想
的
な
田

ん
ぼ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
、
有
機
稲

作
を
成
功
さ
せ
る
土
台
に
な
る
。
特

に
有
機
稲
作
は
雑
草
と
の
陣
取
り
合

戦
に
勝
つ
こ
と
が
重
要
だ
が
、
収
穫

か
ら
田
植
え
ま
で
に
イ
ネ
が
元
気
に

育
つ
た
め
の
土
台
作
り
で
そ
の
八
割
が

決
ま
る
こ
と
か
ら
年
間
を
通
じ
て
適

切
に
管
理
を
繋
ぐ
べ
き
だ
。
ま
た
地

力
や
土
壌
物
理
性
で
出
る
雑
草
も
異

な
る
こ
と
か
ら
圃
場
の
状
態
に
合
わ

せ
て
対
応
す
べ
き
だ
と
講
演
し
た
。

（
講
演
要
旨
）

一
、
は
じ
め
に 

― 

自
己
紹
介

　
　

自
然
農
法
と
は

二
、 

草
が
生
え
に
く
い
土
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト

三
、
田
植
え
の
ポ
イ
ン
ト

四
、 

ま
と
め　

抑
草
の
三
つ
の
ポ
イ
ン

ト

五
、
お
わ
り
に　

質
疑
応
答

★
令
和
五
年
十
二
月
十
九
日
㈫
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
二
十
八
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

①
令
和
六
年
度
事
業
計
画
書

（案）
・
同

収
支
予
算
書

（案）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

②
そ
の
他
報
告
事
項
承
認
。

　

松
山
㈱
の
令
和
六
年
度
新
入
社
員

は
、
四
月
一
日
㈪
の
入
社
式
終
了
後
、

当
館
を
訪
れ
、
松
山
㈱
創
業
以
来
の

犂
及
び
犂
の
歴
史
を
研
修
し
た
。

開
館
日
数　
　

二
百
四
十
二
日

見
学
者
総
数　

六
百
二
十
九
人

〈
内
訳
〉

県
外
（
含
む
外
国
） 

三
八
・
六
％

東
信 

三
一
・
〇
％

北
信 

六
・
四
％

南
信 

四
・
一
％

中
信 

一
九
・
九
％

日
時
：
令
和
六
年
十
月
十
一
日
㈮

場
所
：
松
山
㈱
三
階
ホ
ー
ル

講
師
：
メ
ル
シ
ャ
ン
株
式
会
社

 
 

シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
事
業

部
本
部 

シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ

ン
工
場
長
（
Ｇ
Ｍ
）

 
 

小
林　

弘
憲　

氏

演
題
： 「
上
田
ワ
イ
ン
産
業
振
興
お
よ

び
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
役
割
」

文
化
講
演
会
開
催

理
事
会
開
催

松
山
㈱
新
入
社
員
の
研
修
見
学

令
和
五
年
度
当
館
見
学
者

第
三
十
回
文
化
講
演
会
決
定

評
議
員
会
開
催


